
 

 

 

 

 

「令和」の時代に 

校長  小川 高弘  

 

 平成３１年度がスタートし、１ヵ月半が過ぎようとしています。校庭をピンクに染めていた桜も緑の葉

がまぶしくなってきました。今週の中間考査が終わると、学校は運動会に向けた取組みが本格化します。 

これまでにない１０日間という長い連休が過ぎ、その間に元号が「平成」から「令和」に変わりました。

この「令和」は、すでにご存知のことだと思いますが、万葉集にある 
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の文言から引用したものです。この「令和」には、人々が美しく心を寄せ合う中で文化が生まれ育つとい

う意味が込められています。 

  「万葉集」は、１２００年余り前に編さんされた日本最古の歌集であるとともに、天皇や皇族、貴族

だけでなく、防人（さきもり）や農民まで、幅広い階層の人々が詠んだ歌が収められ、我が国の豊かな国

民文化と長い伝統を象徴する国書です。 

  悠久の歴史と薫り高き文化、四季折々の美しい自然、こうした日本の国柄をしっ

かりと次の時代へと引き継いでいく。厳しい寒さの後に春の訪れを告げ、見事に咲

き誇る梅の花のように、一人一人の日本人が明日への希望とともに、それぞれの花

を大きく咲かせることができる、そうした日本でありたいとの願いを込め、決定し

たそうです。（内閣総理大臣記者会見より） 

 

「平成」の時代には、残念ながら非常に多くの災害が起きてしまいました。災害後の社会貢献・地域貢

献などから、「ボランティア」という言葉が一般的になりました。災害が起きてしまった時に、「自分にで

きることをやろう」と考える人が非常に多くなり、実際に行動する人が増えました。災害の未然防止は非

常に難しいことですが、何か起きた時に考えるのではなく、日常的に社会や地域に貢献できる活動が、今

後は求められていくのかもしれません。 

 

 

 今週の中間考査は、1年生にとっては初めてのこと、3年生にとっては進路選択の重要なデータの一つ

となります。すでに計画表を基に学習が進んでいると思いますが、妥協せずに時間がある限り取り組んで

ほしいと思います。 

また、来週からの運動会練習、そして運動会本番。南中三大行事の最初の行事です。運動が得意な人も、

そうではない人も自分にできることに精一杯取り組むことで、次の一歩へ進めるかもしれません。 

南中でも、「令和」に込められている願いのように、生徒一人一人が毎日、希望をもって登校し、学習

や部活動、進路選択などのそれぞれの花を咲かせることを応援していきます。 

  

 

教育目標 愛 勉学 自主性 健康 

令和元年５月１７日 

東久留米市立南中学校 
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○ 離任式 ４月２６日（金） 

先生方 お世話になりました。 

４月２６日に離任式が行われました。離任さ

れた先生の内、６名の先生がお見えになりまし

た。昨年度までお世話になった生徒が代表とし

て、お礼のことばと花束を送りました。離任さ

れた先生方から南中生への思いを伝えていただ

きました。離任された先生方、ありがとうござ

いました。 

○ 生徒総会 ５月１１日（土） 

全校生徒で組織している生徒会活動の最高議決機関

である生徒総会が開かれました。学年・学級目標の紹介

に続き、生徒会本部・専門員会の前期活動計画が質疑の

後、承認されました。本部役員、各委員長は、各学級か

ら出された質問や意見に丁寧にしっかりと返答してい

ました。発言者も含め立派な態度と答弁でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会練習にむけて 

６月１日（土）に第３６回運動会を開催します。来週２０日（月）から練習が始まります。けが

や熱中症等に留意し、取り組んでいきますが、ご家庭でもお子様の体調等にご留意いただきたいと

思います。特に、以下の点についてご協力をお願いします。 

○家庭では、十分な睡眠時間を確保し、毎朝の朝食を必ずとるようにしてください。 

○水筒（お茶・水・スポーツドリンク）、タオル（汗ふき用）を持たせてください。 

○ゼッケンを用意してください。（２３日の全校練習で確認します） 

○体操着等の洗濯にご協力ください。 

お気づきのことがありましたら、担任までお申し出ください。 

南中生の活躍 
○ハンドボール部 

 東京都中学校ハンドボール春季大会 

女子の部 第３位 

優秀選手賞 栗原 千尋（３年１組） 

○男子バドミントン部 

 第１８回 第８・１０・１１ブロック バドミントン春季大会 

  男子ダブルス 第８位 三富 大成（３年１組）・石黒 真生（３年３組） 

○女子ソフトテニス部 

 第１１ブロック 春季大会 

  女子ソフトテニス個人 準優勝 中嶋 祐里江（３年２組）・藤澤 明星（３年４組） 

 


